
平成29年1月16日 

サスティナブル・ビジネス・ウィメン 

企業のためのシンポジウム 

SDGｓ「持続可能な生産消費」の具体化～五輪の調達を好機に！～ 
 

１.企画概要 

２０１６年を概観すると、パリ合意がスピード発効するなど気候変動問題では進展がみられた一

方で、イギリスの EU離脱、トランプ現象など今までの常識では予測できないイベントが続き、欧

州の難民問題や世界各地でのテロの多発など、社会的な混迷が国際社会共通の課題に浮上した年で

した。 

今、環境問題に加え貧富の格差などを解消し社会の持続可能性を高めるために国際社会で合意さ

れた１７のターゲットからなるＳＤＧｓ（持続可能な開発アジェンダ 2030）の取り組みの重要性

が増しています。その中でもターゲット１２の「持続可能な生産と消費の確保」は、産業界・企業

が中心的な役割りを期待されており、グローバルな経済システムの持続可能性を高める手段として

も注目されます。特に産業界・企業に期待されることは、世界中に張り巡らされたサプライチェー

ンの持続可能性を高めることで、これは近年日本でも急速に拡大しているＥＳＧ投資家が注目する

取り組みでもあります。 

こうした中、具体的な取り組みとして特に注目されるのが、2020年東京大会に係わる調達です。

この機会は、世界的にもまた特に日本企業に対して持続可能なサプライチェーン構築を加速させる

契機として期待されています。そこで本セミナーでは、過去のオリンピックでの調達事例や東京オ

リンピックでの取り組み状況などを具体事例にとりあげ、持続可能なサプライチェーンの構築のた

めのヒントを探ります。参加頂く多くの企業の方々へ、新たなビジネスチャンスを提供したく存じ

ております。 

 

2. 日時 
平成28年2月23日（木） 15:00～17:30 （受付開始 14:30～） 

 

3. 場所 
都道府県会館 101大会議室 東京都千代田区平河町2-6-3 電話番号 03(5212)9162 

（URL: http://www.tkai.jp/information/tabid/84/Default.aspx） 

 

4. 主催 
サスティナブル・ビジネス・ウィメン、公益財団法人 自然エネルギー財団、 

持続可能なスポーツイベントを実現するNGO/NPOネットワーク（SUSPON） 

     

5．協力 
NPOサステナビリティ日本フォーラム、SDGs.tv 

 
＊本行事は、平成２８年度 独立行政法人環境再生保全機構 地球環境基金の助成を受けて開催されます。 

 

 



6. プログラム案（敬称略。テーマ、登壇者は変更になることもあります。） 

 

＜総合司会＞木村麻紀 Green TV japan ジャーナリスト（サスティナブル・ビジネス・ウィメン） 

 

１） 主催者挨拶（3分） 

・羽仁 カンタ 持続可能なスポーツイベントを実現するNGO/NPOネットワーク（SUSPON） 代表 

 

２） 第1部 講演 “ＳＤＧｓとサステナブルな調達について”（計60分） 

・蟹江憲史 慶應義塾大学大学院教授 「東京2020に求められるSDGsへの対応」（20分） 

・丸川珠代 東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会担当大臣(内閣から適切な方のご

参加を依頼中)    「五輪に於ける持続可能性への挑戦」（20分） 

・小池百合子 東京都知事   「東京都の持続可能な調達政策」（20分） 

 

３） 第2部 リレートーク～会場との質疑応答 “五輪の調達をいかにサスティナブルにするか？”  

（計75分） 

・モデレーター：河口 真理子 (株)大和総研 主席研究員（サスティナブル・ビジネス・ウィメン） 

・大野輝之 自然エネルギー財団 常務理事 元東京都環境局長 「オリンピック憲章における持続可

能性への位置づけと立候補ファイル、ロンドン大会から見た課題」（10分） 

・冨田秀実 ISO20400「持続可能な調達」日本代表エキスパート 「五輪における持続可能な調達」

（10分） 

・梅原由美子 Value Frontier(株) 取締役（サスティナブル・ビジネス・ウィメン） 「リオ大会で講じられた

具体的な環境対策と企業の取り組み成功事例」（10分） 

・枝廣淳子 東京都市大学環境学部 教授（サスティナブル・ビジネス・ウィメン）「東京大会準備状況

“持続可能性ディスカッショングループ”における進捗と予定」（10分） 

・黒田かをり 一般財団法人CSOネットワーク 事務局長（SUSPON） 「オリンピックへの期待と懸念：市

民社会の動きを中心に」（10分） 

・小林光 慶應義塾大学大学院特任教授 元環境事務次官 「持続可能性への取組みをどうやって発

注するかが心配(スポンサー企業への警鐘)」（10分） 

  

４） 総括とお願い（3分） 

・鈴木敦子 (株)環境ビジネスエージェンシー 代表取締役（サスティナブル・ビジネス・ウィメン） 

 

７. 御案内先 
・企業、NGOの方を中心に先着100名様に、ご入場いただけます。（参加費無料） 

・マスコミの方の傍聴・取材にはスペースの範囲で対応します。 

・東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部、東京オリンピック・パラリンピック競

技大会組織委員会、環境省、東京都の担当者には傍聴を呼び掛けています。 

以上 



◎一般のお申込み先： NPOサステナビリティ日本フォーラム （担当：阪野）  

お申し込みフォーム：http://www.sustainability-fj.org/seminar/20170223/ 

※定員に達し次第、締め切らせて頂きますので、お早めにお申し込み下さい。 

TEL：070-5598-0295 FAX：03-5423-6921、Email: info@sustainability-fj.org 

 

◎取材のお申込み先： 自然エネルギー財団 （担当：辻本・坂上）  

TEL：03-6866-1020、FAX：03-6866-1021、Email: press_rei@renewable-ei.org  

 

◎内容に関するお問合せ先： サスティナブル・ビジネス・ウィメン事務局（(株)環境ビジネスエージ

ェンシー内 担当：前野） 

TEL：03-3296-8655、FAX：03-3296-8656、Email:toiawase@ebagency.jp 

 

 

 

以上 

http://www.sustainability-fj.org/seminar/20170223/

